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＜連絡事項＞

・喫煙室の雨漏りの修理は終了となっています。

・４月１６日より春の健康診断（胸部レントゲン）が始まります。胸部レントゲンは完全予約制ですので、都合のいい日時に入力をお願いします。（当日の予約は受け付け出来ないとの事ですので、前日までに予約して下さい。）

・飲酒を断る時の５つのカードを盛田ＣＰが作成し、西病棟Ａユニットに置いてあります。浅坂政美様のアルコール依存症治療プログラムの際に使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・山田　隆雄様～本日も38.0度台の発熱継続して見られている事から、インフルエンザテスト再度施行しています。結果は陰性です。水分補給・クーリングし、安静を促していきましょう。また、肌着姿でいる事ある為、衣類の調整についても説明していきましょう。

・若松　澄子様～ご家族様（妹様）への衣類購入依頼の電話連絡していますが、現在も繋がって居ない状態です。今後も各勤務帯にて電話連絡していきましょう。→準夜帯でも連絡がついていない状態です。

・出河　攻様～足首痛・腰痛の訴えある事から、ナパゲルン軟膏が処方となっています。患部状態の観察と、無理な運動はしないよう促していきましょう。

・東海林　康之様～本日ご家族様の迎えあり、外泊へ行かれています。外泊中、内服薬の飲み忘れ等あったら直ぐに病院へ連絡欲しい事、アルコールは摂取してこない事説明し、了解しています。また、久しぶりの外泊である為、無理の無いよう説明しています。帰院時外泊中の様子や疲労感の有無等を確認していきましょう。

・松橋　繁雄様～本日37.9℃の発熱見られ、クーリング・水分補給施行しています。

　　　　　　　　10:15　スタッフとの疎通良好で「何とも無いよ。大丈夫」と話している。

　　　　　　　　10:25　心肺停止状態となっているところを発見、心臓マッサージ施行し、Drへ報告。点滴等施行していますが、心肺は回復せず13:45死亡退院となっています。

＜猪股Dr診察状況＞

・蛯名　勝幸様～肘のイボについて妻様より「受診は未定」との連絡受けていますが、本人様は「来週中には行ける」と話している事あります。家族間での話し合いをして頂き、決まり次第連絡頂けるよう説明していきましょう。

勉強会

精神科専門用語（四字熟語編）　　　鳥谷部Ns

　＜思考過程の障害＞

思考とは考える、思うなど働き。人間の思考は抱えている問題の解決のための

作業でであり、解決という目標に向かってある程度の速度で進行する。

－観察視点－

　・精神面での障害がその人の全体的な印象にどのように影響しているか観察する。

　・思考の内容、組み立てとプロセスが混雑していないか、非現実的でないかを観察する。

　◎うつ状態

　思考制止：ブレーキがかかった自転車のように、思考の進行が遅くなり内容が貧困になる。

　◎躁状態

　観念奔逸：エンジン全開の自動車のように思考の進行が異常に早く、次から次へと考えが浮かび、思いつきが多く、外部からの刺激で容易に

　　　　　　目標が変わり全体として統一に欠く。

· 統合失調症

· 思考途絶：会話が急に止まる。思考の進行が突然停止する。

· 支離滅裂：問い掛けとはチグハグな回答や話がとんでしまう。思考が意味を　　　　　　　　

なさず全体のまとまりが失われる。

· 連合弛緩：思考のまとまりが乏しくなり、前後で話がズレている。

· 強迫観念：自分でも不合理と思っているのにある観念が絶えず心を占め考え　　　　

ないようにしても取り除く事が出来ない事。

· 思考伝播：自分の考えている事が皆に伝わっている感覚がする事

＊専門用語を知っておくのは重要だが、カルテには患者様の状態を見た通りに

　記載する方がより分かりやすい。

例）強迫行為あり→　何度も手洗いする。

